
 

（第２号様式）   
令和６年４月 26 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立相模原高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（令和６年 

３月 12 日） 

総合評価（令和６年３月 21 日） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇生徒が自ら課題を発
見し解決する力を育
み、主体的に学ぶ意
欲を高めることを目
指した不断の授業改
善の実施等、これか
らの時代に求められ
る資質・能力の育成
に向けた教育活動の
充実 

 

①70 分授業で蓄積した
「主体的・協同的な学
習」の取組を 50 分授業
に生かし、授業時数を
確保するとともに質の
高い授業を行う。 

①新しい学習指導要領を
テーマに研究授業を行
い、授業改善を目指
す。 

 
 
 
②ＳＳＨ事業の高大接続
を充実させ、課題研究
や国際理解教育を通じ
て、生徒の探究力を育
成する。 

①時間割を工夫し、50 分と
100 分の授業を活用し、
基礎学力の定着と思考
力・探究力の育成の両立
を図る。 

 
①今年度の本校の教育課題
を踏まえた授業改善テー
マを設定し、全教科で授
業研究・改善を行う。 

 
 
 
②大学の研究室との連携や
ＴＡの活用をより発展的
に活用し、アドバンスト
コースを充実させ、ＳＳ
課題探究の研究テーマの
改善を行う。 

①50 分を基本として授
業時間で授業内容を工
夫し、生徒の基礎学力
や探究力を育成するこ
とができたか。 

 
①研究授業のテーマは本
校の教育課題を踏まえ
たものであったか。各
教科・科目で適正な単
元と指導の計画を策定
できたか。 

 
②アドバンストコースや
研究インターンシップ
を通じてＳＳ課題探究
の研究テーマの改善が
できたか。 

①50 分授業において
「主体的・協同的な
学習」を取り入れ、
生徒の基礎学力や探
究力を育成した。 

 
①「深い学びの実現に
向けた授業実践」を
テーマに、全教科で
年間を通した授業改
善を行った。 

 
 
②大学研究室接続やＴ
Ａ支援を行い、高大
接続を進めた。ＳＳ
課題探究の研究テー
マの改善ができた。 

①大学等とも協力
しながら、引き
続き 50 分授業に
おける探究的な
学びを推し進め
ていく。 

①一層の授業改善
のため、授業改
善テーマを検討
し、単元の指導
と評価の計画を
策定していく。 

 
②大学等との接続
を拡充し、科学
的探究力と国際
性を備えた科学
技術人材の育成
を進める。 

①生徒自身が学力向
上を実感し、更な
る学習意欲に繋が
るよう、取り組ん
でいただきたい。 

①主体的・協同的な
学習が、個別最適
な学びにつながる
ものと思う。 

①授業評価アンケー
トの取り方や解析
を工夫して教科指
導に反映していっ
てほしい。 

②大学院生等との交
流は、学生にとっ
てプラス面が多い
と感じる。 

①50 分を基本
として授業
時間で授業
内容を工夫
し、生徒の
基礎学力や
探究力を育
成すること
はできた。 

 
②大学研究室
接続やＴＡ
支援を行
い、高大接
続を進める
ことができ
た。 

①授業評価アンケ
ートの取り方や
解析を工夫し、
授業の課題を抽
出することで、
指導と評価の一
体化の研究を進
め、更なる授業
改善を進めてい
く。 

②引き続き大学等
との接続を拡充
し、科学的探究
力と国際性を備
えた科学技術人
材の育成を進め
る。 

２ 
生徒指導・
支援 

〇校訓「礼節・信義・
根性」､モットー「文
武両道・切磋琢磨」
を基盤とするバラン
スの取れた教育活動
の展開を通して、獲
得した知識・技能を
活用し、多様な人々
と協働的に活動し、
責任を持って社会に
関わろうとする人材
の育成 

①ＫＳＣの取組を改善
し、生徒の主体的な活
動を支援・評価するこ
とで、リーダーとして
の達成感を醸成する。 

 
 
①行事や部活動を通して
生徒の責任感・社会性
を育む。 

 
 
 
 
②ＳＣやＳＳＷと連携
し、ケアの必要な生徒
に対し組織的な支援と
教育相談体制を構築す
る。 

 
 

①ＫＳＣの宿泊日数や内容
を見直し、３年間の生徒
の成長を見据えたプログ
ラムを構築する。 

 
 
 
①生徒たちが主体的に行事
や部活動で活躍し、自分
たちで課題を解決する体
制を作れるよう支援す
る。 

 
 
②ＳＣ及びＳＳＷと毎週情
報を交換し、生徒の状況
を速やかに把握・共有す
ることでケアの必要な生
徒への教育相談体制を構
築する。 

①ＫＳＣのプログラム内
容を検討し、改善する
ことができたか。生徒
たちが主体的に活動
し、リーダーとしての
達成感を醸成できた
か。 

①生徒たちが主体的に行
事や部活動の活動がで
きる支援体制を構築で
きたか。 

 
 
 
②教育相談コーディネー
ターが中心となり、Ｓ
Ｃ、ＳＳＷ、学年、グ
ループと情報を共有
し、ケアの必要な生徒
に対して支援できる体
制を構築できたか。 

①ＫＳＣの目的や内容
を整理し、生徒の主
体的活動を取り入
れ、リーダーとして
の達成感を醸成し
た。 

 
①ＳＳＣの生徒を中心
に体育祭及び文化祭
を運営し、生徒たち
の主体性と協調性・
社会性を育む体制を
構築することができ
た。 

②子どもサポートドッ
グの導入によりケア
が必要な生徒を把握
し、ＳＣやＳＳＷと
連携しチームで支援
することができた。 

①ＫＳＣの在り方
を整理し、来年
度に向けて効果
的な実施を目指
し、計画を進め
る。 

①成績処理の日程
を７月に移動し
たことにより、
文化祭業務と重
複しなくなり、
文化祭指導に注
力できるように
なった。 

②子どもサポート
ドッグの運用に
ついてＳＣ、Ｓ
ＳＷとの連携強
化をより図って
いく。 

①宿泊研修は、多く
の生徒にとって距
離を縮める良い機
会である反面、ど
うしても乗り遅れ
てしまう生徒もい
ると想像する。そ
うした生徒に目を
配る対応をお願い
したい。 

①生徒の主体的な取
組、成功体験や失
敗から学ぶ機会を
持つことはとても
重要だと思う。 

②引き続き、高校生
活に悩みをもつ生
徒が「気軽に」相
談できる様々なサ
ポート体制の確保
をお願いする。 

①来年度に向
けてＫＳＣ
の目的と取
組を見直す
ことができ
た。 

①行事におけ
る生徒たち
の主体性と
協調性・社
会性を育む
体制を構築
することが
できた。 

②生徒をチー
ムで支援す
る体制はで
きたが、サ
ポート体制
の充実が必
要である。 

①学校行事におけ
る指導をさらに
工夫し、生徒の
主体的な取組か
ら、リーダーの
育成や成功体験
や失敗から学ぶ
機会を作りだす
ような仕掛けを
考え取り入れて
いく。 

 
 
 
②子どもサポート
ドッグの活用を
進め、支援が必
要な生徒を確実
に把握できるよ
うにしていく。 

３ 
進路指導・
支援 

〇大学やその後につな
がる学びの継続性
と、社会で求められ
る資質・能力を意識
した進路設計を指導
し、主体的で、継続
的・計画的に努力す
る力の育成 

①ＳＳＨの各種事業や課
題探究、高大連携講座
を活用し、理系人材の
育成を図る。 

①ＳＳＨの各種事業や高大
連携講座を生徒に提供
し、理系進学への意識付
けをするとともに、課題
探究を活用した総合型選
抜等の進学指導を行う。 

①生徒のＳＳＨ各種事業
への参加希望が増えた
か。理系への進学志望
者や課題探究を活用し
た進学実績を残すこと
ができたか。 

 
 
 

①国公立理系を志望す
る生徒は増加した。 

①課題研究を活用
した進学実績が
伸びていない。
課題探究の成果
を活用した総合
型選抜等の方式
による大学受験
を伝えていく必
要がある。 

①探究学習で得た力

を生徒がメタ認知

することで、進路

選択等にも役立

つ。生徒が成長し

たことが分かるよ

うな評価を検討さ

れてはいかがか。 

①課題探究を
活用した進
学実績が伸
びていな
い。 

②難関大学・
国公立大学
の合格生徒
数は伸び
た。 

①１・２年生のう
ちから課題探究
の成果を活用し
た総合型選抜等
の方式による大
学受験について
情報提供すると
ともに、支援体
制を確立する。 



 

 

 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 校内評価 

（令和６年 

３月 12 日） 

総合評価（令和５年３月 21 日） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

〇大学やその後につな
がる学びの継続性
と、社会で求められ
る資質・能力を意識
した進路設計を指導
し、主体的で、継続
的・計画的に努力す
る力の育成 

②日頃からの授業への取
組が大学での学びにつ
ながる意識を持たせ、
受験に関する情報等を
提供することにより
個々の目標を明確にさ
せ、難関大学・国公立
大学合格者数を増や
す。 

②計画的かつ有効的に模擬
試験を実施し、結果分析
をグループ内でまとめ、
職員全体に情報の提供を
することで教員の進路指
導力の構築を図る。 

②年に２回以上の生徒への
進路集会に加え、保護者
への進路説明会を開催
し、生徒・保護者へ適切
な情報提供や助言を行
い、進路実現に向けての
体制を構築する。 

②インターンシップやキャ
リアパスポートの活用を
活用し、生徒が自らの進
路について考える機会を
創出する。 

②難関大学・国公立大学
の合格生徒数が前年度
より増えたか。 

 
 
 
②生徒向け進路集会及び
保護者向け進路説明会
を開催し、大学受験に
向けた情報を適切に提
供することができた
か。 

 
②インターンシップの参
加者をサポートできた
か。 

 
 
②キャリアパスポートを
活用することができた
か。 

②共通テストで８割を
超える生徒の数が増
えた。推薦型の受験
で上智大や広島大の
合格が出ている。 

 
②数年ぶりに保護者対
象の進路説明会を実
施するなど本校の現
状の共通認識を持
ち、生徒と保護者へ
進路指導を行うこと
ができた。 

②昨年と同様でインタ
ーンシップの参加が
少なく、今回は事業
所の関係で実施でき
なかった。 

②本校の現状とキャリ
アパスポートの実態
に乖離があり十分な
活用ができていな
い。 

②現２年生以降は
新教育課程変更
に伴う情報等を
提示し、指導等
をより一層充実
させる。 

②グループ内で研
修会を実施する
だけでなく職員
全体に本校の現
状を認識し共有
できる研修会を
実施したい。 

②本校独自の事業
所の開拓を行い
たい。 

 
 
②LHR 等の年間計
画の中にキャリ
ア形成を考える
時間を組み入れ
たい。 

①総合選抜型入試へ
の対応を強化すべ
きと考える。 

②生徒が自分の良さ
を発見し、また将
来の目標を持ち、
進路を目指す取組
を一層すすめてい
ただたい。 

②保護者対象説明会
について、欠席保
護者が情報を得ら
れる工夫が必要で
ある。 

②インターンシップ
とキャリアパスポ
ートについては、
県相のビジョンと
合わないのであれ
ば、計画から外す
検討もあってよい
のではと考える。 

②保護者対象
進路説明会
を実施し、
生徒だけで
なく保護者
へも情報提
供を行うこ
とができ
た。 

②本校の現状
とキャリア
パスポート
の実態に乖
離があり十
分な活用が
できていな
い。 

②説明会に欠席し
た保護者向けに
動画配信等、情
報提供を行う工
夫を検討してい
く。 

②生徒指導要録記
載事項調査時に
キャリアパスポ
ートを活用する
など、キャリア
パスポートの活
用方法を検討す
る。 

４ 
地域等との
協働 

〇地域から期待され信
頼される進学校とし
て、地域のニーズに
応え地域社会に責任
を持って進んで関わ
ろうとする人間の育
成を目指した、連
携・協働による教育
活動の推進 

①学校運営協議会制度を
活用し、学校の教育目
標等を共有し、指導・
助言をいただくことで
自校の教育活動の改善
に繋げていく。 

 
②学校説明会やＨＰによ
る情報発信、地域貢献
活動を通じて、地域の
ニーズを意識し、開か
れた学校づくりに取り
組む。 

①学校運営協議会を計画的
に開催し、本校の教育活
動への意見を集約し、改
善につなげる。 

 
 
②学校説明会やＨＰを充実
させ、本校の特色を積極
的に発信する。 

 
 
②地域貢献活動等を通じて
地域との交流を図る。 

①学校運営協議会を適切
に開催し、教育活動の
改善につなげることが
できたか。 

 
 
②学校説明会を適切に開
催できたか。ＨＰによ
る情報発信を積極的に
行うことができたか。 

 
②地域貢献活動等を通じ
て地域と交流する機会
を作れたか。 

①３回実施し貴重な意
見を聴取できた。う
ち９月は文化祭に合
わせて実施し、生徒
の実際の活動を見て
いただいた。 

②ＨＰをより活発に活
用するとともに、よ
り生徒の活動が分か
りやすいよう学校説
明会を見直した。 

②部活動を主体とした
地域との交流を行
い、地域貢献活動に
おいて近隣の清掃活
動を行うことができ
た。 

①授業を見ていた
だく機会を作っ
たほうがよい。 

 
 
 
②ＨＰの情報更新
をより早く実施
できるよう、速
やかな情報集約
と発信を行う。 

 
 
②地域との交流を
引き続き支援し
ていきたい。 

②ＨＰで情報発信し
た回数を具体的に
記載すべき。 

②生徒の興味を引き
出すような地域活
動があればよい。 

②部活動を中心とし
た地域との交流の
機会を持つこと
は、生徒が将来的
に地域に目を向け
るきっかけにな
る。 

②特に幼稚園、保育
園や高齢者層は、
県相生との交流を
望んでいる。 

②学校説明会
は生徒を前
面に出して
行うなど工
夫し、本校
の特色を発
信できた。 

②ＨＰ発信も
行ったが、
情報更新は
もっと行う
べきであ
る。 

②部活動を主
体とした地
域との交流
を行った。 

②ホームページの
情報更新をより
早く実施できる
よう、速やかな
情報集約と発信
を行っていく。 

②アンケートを依
頼するなど、近
隣施設等のニー
ズを把握し、実
施可能な地域貢
献活動を検討し
ていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇生徒の多様な活動を
引き出しつつ、安全
安心に生活するため
の学習環境整備や、
生徒と向き合う時間
の確保や事故の未然
防止のための働き方
改革に向けた、組織
的で機動的な学校運
営。 

①生徒が安心して活動で
きる環境と危険を防ぐ
ための仕組みを構築す
る。 

 
①防災教育により学校全
体の防災意識の向上を
図る。 

 
 
②教員の働き方改革を推
進し、教員が生徒と向
き合う時間を確保し、
生徒の事故を未然に防
ぐ体制を構築する。 

①危機管理マニュアルを改
訂し、職員間で共有す
る。 

 
 
①防災訓練等を通じて生徒
が自ら命を守れるよう防
災教育を実施する。 

 
 
②教員の働き方への意識改
革を促し、年間行事など
を精査し、教職員が働き
やすい環境作りに努め
る。 

①国や県の示すガイドラ
インに従って危機管理
マニュアルの改訂がで
きたか。 

 
①避難訓練やＤＩＧを通
じて生徒が主体的に自
らの命を守る防災意識
を高めることができた
か。 

②行事等の精査を通じ、
教員の負担感を軽減す
ることができたか。 

 
 

①ガイドラインに沿う
よう危機管理マニュ
アルを改定した。 

 
 
①生徒が自ら考え身を
守ることのできるよ
う机上訓練・避難訓
練を取り混ぜて防災
訓練を実施した。 

②コロナ明け、行事を
元に戻す過程で精査
を行おうとしたが、
慣れていない生徒の
指導で負担感は増大
してしまった。 

①施設改修・耐震
補強工事によっ
て変わる避難経
路を適切に反映
させる。 

①訓練内容を更新
し、次年度も生
徒が飽きなく自
ら考える訓練と
する。 

②教育として行事
は重要なことか
ら、削減ではな
く中身の精選を
引き続き進めて
いく。 

①学校が補修工事等
によって生徒が安
全、安心に生活で
きる空間になるこ
とはとても良い。 

 
②教員の働き方改革
を強力に推進し、
先生方のワークラ
イフバランスも考
慮に入れ、教職員
皆さんの更なるモ
チベーションの向
上にご尽力いただ
きたい。 

①生徒が安心
して活動で
きる環境づ
くりに努め
た。 

 
②教員の負担
感は依然と
して強い。 

①生徒が安心して
活動できる環境
づくりと危険を
防ぐための施設
整備を引き続き
進めていく。 

②業務アシスタン
トの更なる活用
など、事務的作
業を軽減してい
く。 


